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子どもたちの「SNS四街道ルール」を策定…2
3月26日㈰は県知事選挙の投票日です…4
より分かりやすい子育てサポートのために
　　　〜４月１日から市役所の組織が一部変わります…6



市政だより四街道 2017.3.15 No.1022 2

教育委員会からの

お知らせ

教育委員会からのお知らせ

子
ど
も
た
ち
の

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
四
街
道
ル
ー
ル
」を
策
定

児
童
生
徒
サ
ミ
ッ
ト
は
、
１
月
12
日
と
２
月
３
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、

両
日
と
も
市
内
小
中
学
校
か
ら
の
代
表
者
２
人
ず
つ
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
を
介
し
て

い
じ
め
や
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
、
話
し
合
い
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
自
身
が
ル
ー
ル
を
決
め
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
正
し
く
使
う
た
め
に
、

ご
家
庭
で
も
お
子
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

児
童
生
徒
サ
ミ
ッ
ト
で
決
定
し
ま
し
た

▲子どもたち自身が決めた
「四街道市の５つのSNSルール」をポスターにしました

　スマートフォンや携帯電話、インター
ネットにつなぐことのできるゲーム機の
普及により、子どもたちが広く多様なネットワークを
持つことができるようになりました。その反面、い
じめなどのトラブルや犯罪に巻き込まれる危険性も高
まっています。 ＳＮＳによるトラブルは、周囲の大
人からは見えません。子どもたち自身が自らの意思
で、被害者にも加害者にもならないための使い方を身
に付けるとともに、トラブルに遭ったときには、自ら
声をあげ助けを求めることが大切です。 
　この「四街道市小中学校児童生徒サミット」による
ルールをもとに、全校の児童生徒が自分たちのＳＮＳ
の利用の仕方を見直すとともに、家庭でもぜひ話し合
いの機会を持ってほしいと思います。

子どもたちの安全のために
市教育長　髙橋信彦

問 青少年育成センター ☎421-7867
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市
内
の
遺
跡
総
数
は
２
０
０
カ
所
以
上
確
認
さ
れ

て
お
り
、
印
旛
沼
に
注
ぐ
手
繰
川
、
鹿
島
川
支
流
の

小
名
木
川
の
流
域
沿
い
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
市
南

部
は
東
京
湾
に
注
ぐ
都
川
の
上
流
域
に
近
く
、
分
水

嶺
の
よ
う
な
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

市
域
は
印
旛
沼
と
東
京
湾
を
結
ぶ
交
通
の
要
所
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

内
黒
田
遺
跡
群

　

内
黒
田
遺
跡
群
は
、
北
か
ら
池
花
・
池
花
南
・
大

割
遺
跡
で
構
成
さ
れ
、
池
花
南
遺
跡
か
ら
は
旧
石
器

時
代
の
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
と
平
成
７
年
に
県
指
定
有
形

文
化
財
（
考
古
資
料
）

と
な
っ
た
石
器
、
池
花

遺
跡
で
は
石い

し

槍や
り

製
作
跡

な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

集
落
の
規
模
が
大

き
く
な
る
古
墳
時
代

後
期
以
降
、
鹿
島
川
や

手
繰
川
最
上
流
域
に
は

１
０
０
基
以
上
の
古
墳

が
築
か
れ
、
13
基
の
円

墳
で
構
成
さ
れ
る
池
花

古
墳
群
は
、物
井
古
墳
群
の
西
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

鹿
渡
遺
跡

　

こ
の
遺
跡
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
縄
文
時
代
早
期

後
半
の
撚よ

り

糸い
と

文
土
器
（
撚よ

り

紐ひ
も

を
丸
棒
の
軸
に
巻
き
、

原
体
を
回
転
さ
せ
た
文
様
）
と
押
型
文
土
器
（
丸
棒

に
文
様
を
刻
み
、
押
し
つ
け
て
回
転
さ
せ
た
文
様
）

で
す
。
ま
た
こ
の
土
器
が
出
土
し
た
竪
穴
住
居
跡
は
、

こ
の
時
期
に
お
い
て
発
見
例
は
少
な
く
貴
重
な
資
料

で
す
。

中
山
遺
跡（
め
い
わ
）

　

こ
の
遺
跡
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
古
墳
時
代
中
期

の
鍛
冶
工
房
跡
と
考
え
ら
れ
る
竪
穴
式
住
居
跡
か
ら

出
土
し
た
鍛
冶
関
係
遺
物
で
す
。
こ
の
時
期
の
工
房

跡
検
出
例
は
県
内
で
も
数
少
な
く
、
出
土
し
た
鉄
塊

を
化
学
分
析
し
た
結
果
、
大
陸
産
の
鉄
素
材
が
搬
入

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
５

世
紀
前
半
と
い
う
比
較
的
早
い
時
期
に
大
陸
産
鉄
素

材
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
技
術
者
の
存
在
お

よ
び
当
時
の
中
心
地
で
あ
る
西
日
本
と
の
関
係
が
窺

え
ま
す
。

発明の世界大会で金メダルを獲得！

文
◦
栗
田
則
久
（
公
財
）県
教
育
振
興
財
団 

手
繰
川
と

小
名
木
川
の
恵
み

その一

klその一r

四
街
道
の
歴
史

よ
も
や
ま
話

o

そ
の
四p

問 

社
会
教
育
課 

☎
４
２
４
︲
８
９
３
４

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
よ
り
詳
し
い
資
料
を
公
開
し
て
い
ま
す

　吉岡小学校５年生の安藤彩乃さんが中国・ハルビン市で開催された2016年世界
青少年発明工夫展で金メダルを獲得し、市長、教育長を表敬訪問しました。
　出展された作品は「一人ではかれる身長計」。身長の高い安藤さんのお姉さんが
一人でも身長をはかれるようにと作られた作品で、台座に乗って装置を被ると身長
が表示される仕組みです。装置には水平計や、頭が装置に正しく設置されているか
分かるためのスイッチが内蔵されるなど、繊細なアイデアが満載。そのため測定精
度は抜群で、佐渡市長も実際に使用して驚いていました。
　世界青少年発明工夫展は世界10カ国と地域から、197人が参加した世界大会で、
日本代表として小学生から大学生までの11人が出場しました。その中で金メダル
を獲得した安藤さんは「これからもみんなに使ってもらえる作品を作りたい」と力
強く話してくれました。
　「四街道市の小さな発明家」が「世界の偉大な発明家」になる日を期待しましょう。

池花南遺跡環状ブロック出土遺物（県指定文化財）

小さな発明家　吉岡小５年生　安藤彩乃さん
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■
投
票
時
間
と
投
票
所

　

投
票
時
間
は
、
７
時
～
20
時
ま
で
で
す
。

　

投
票
所
は
郵
送
す
る
投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
載
し

て
あ
り
ま
す
。
ご
確
認
の
上
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
投
票
で
き
る
人

　

本
市
で
投
票
で
き
る
人
は
、
11
年
３
月
27
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
次
に
該
当
し
、
か
つ
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

①�

28
年
12
月
8
日
ま
で
に
本
市
で
住
民
票
が
作
成
さ
れ

た
人
ま
た
は
転
入
届
を
提
出
し
た
人
で
、
引
き
続
き

投
票
日
ま
で
本
市
に
住
ん
で
い
る
人

②�

本
市
か
ら
県
内
の
ほ
か
の
市
区
町
村
に
転
出
し
た
人

で
、
転
出
先
の
市
区
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
が

な
く
、
本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

〈
最
近
、
転
入
し
て
き
た
人
へ
〉

　

28
年
12
月
9
日
以
降
に
県
内
の
他
の
市
区
町
村
か
ら

本
市
に
転
入
し
た
人
は
、
原
則
と
し
て
転
入
前
の
住
所

地
の
市
区
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
た
だ

し
、
前
住
所
地
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

に
限
ら
れ
ま
す
）。

　

こ
の
場
合
に
該
当
す
る
人
は
、
投
票
（
投
票
日
当
日

の
投
票
の
ほ
か
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
も
含
む
）

す
る
際
に
「
引
き
続
き
県
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
の

証
明
書
」�

の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
証
明
書

は
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
の
ほ
か
県
内
の
他
の
市
区
町
村

で
も
無
料
で
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
証
明
書
を

持
っ
て
投
票
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
市
内
転
居
の
人
は

　

市
内
転
居
を
し
た
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
転
居
先
の

投
票
所
で
投
票
で
き
る
よ
う
に
、
選
挙
人
名
簿
を
調
製

し
て
い
ま
す
が
、
２
月
21
日
以
降
に
転
居
し
た
人
は
、

旧
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
投
票
所
入
場
整
理
券

　

郵
送
さ
れ
た
投
票
所
入
場
整
理
券
（=

は
が
き
）
は
、

１
枚
で
同
一
世
帯
５
人
ま
で
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
が
き
は
、
表
と
裏
の
両
面
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
剝
が
し

て
く
だ
さ
い
。
投
票
所
に
行
く
と
き
は
、
一
人
ず
つ
切

り
離
し
て
、
必
ず
本
人
が
お
持
ち
く
だ
さ
い
（
入
場
整

理
券
は
本
人
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
）。
紛
失
し
て
し

ま
っ
た
場
合
で
も
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
直
接
投
票
所

の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
所
に
行
け

な
い
人
は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
期
間
…
３
月
10
日
㈮
～
３
月
25
日
㈯

　

投
票
時
間
…
８
時
30
分
～
20
時

　

投
票
場
所
…
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

　

持
参
す
る
も
の
…
投
票
所
入
場
整
理
券

※�

期
日
前
投
票
に
必
要
な
宣
誓
書
を
入
場
整
理
券
の
裏

面
に
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。
本
人
が
必
要
事
項
を
記

入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
仕
事
な
ど
で
遠

隔
の
地
に
滞
在
中
の
人
や
、
都
道
府
県
の
選
挙
管
理

委
員
会
が
指
定
し
た
病
院
、
施
設
に
入
院
・
入
所
中

の
人
は
、
一
定
の
手
続
き
に
よ
り
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す

■
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
一
定
の
重
度
障
害
が
あ
る
人
お
よ
び
介
護
保

険
上
の
要
介
護
５
の
人
は
、
在
宅
の
ま
ま
投
票
が
で
き

る
「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
」
を
ご
利
用
で

き
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
証
明
書

の
交
付
を
受
け
る
場
合
に
は
、
申
請
書
（
必
要
書
類
を

添
付
）
を
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
郵
便
投
票
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
３
月
22
日
㈬

ま
で
に
投
票
用
紙
等
の
交
付
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
選
挙
公
報

　

３
月
17
日
㈮
頃
に
候
補
者
の
政
見
や
主
張
を
掲
載
し

た
選
挙
公
報
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
全
戸
配
布

で
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、市
役
所
、市
役
所
第
二
庁
舎
、

わ
ろ
う
べ
の
里
、
図
書
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民

館
な
ど
に
も
備
え
お
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
票

　

開
票
は
、
３
月
26
日
㈰
21
時
か
ら
総
合
公
園
体
育
館

で
行
い
ま
す
。

３
月
26
日
㈰
は
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

県
知
事
選
挙
は
３
月
９
日
㈭
に
告
示
さ
れ
、
３
月
26
日
㈰
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
今
後
４
年
間
の
県
政
を
運
営
す
る
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。

県
政
を
託
せ
る
人
を
選
ぶ
た
め
、
有
権
者
一
人
一
人
が
ル
ー
ル
を
守
り
、

棄
権
す
る
こ
と
な
く
積
極
的
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

選挙権が18歳以上になりました!!
選挙は政治参加の第一歩、有権者の意思を正しく示すよう、棄権せずに投票しましょう。
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問 選挙管理委員会 ☎421-6153

至
佐
倉

至志津

四街道西中

桜ケ丘
神社

至16号線

四街道駅

八
木
原
小

千
代
田
中

吉岡小

市役所

大日小

栗山小

東関東自動車道

市役所

市役所

四街道北高

至佐倉

文化
センター

中央小

四街道小

和良比小

山梨小
旭小

旭公民館

四和小

四街道
公民館

千代田
公民館

南小

四街道駅

四街道駅

至志津至志津

至
船
橋

至吉岡

大隆寺

至めいわ

〔旭ケ丘〕

〔みそら〕

四街道
郵便局

つくし座
郵便局

四街道高

至
四
街
道
駅

至千葉

至千葉 至成田

至吉岡 至四街道駅

至四街道駅

至四街道駅

四街道北中

至物井駅

至物井

至物井

第１
浄水場愛国学園

文化センター

中央公園

至佐倉

至物井駅至市役所

至臼井

至千葉

至51号線

至16号線

至千城台

〔鷹の台〕

公園

東京情報大学

第10投票所
萱橋
萱橋台
中志津
大作岡
畔田台
盲学校
今宿
富士見ケ丘
鹿放ケ丘

大日小学校

第13投票所
栗山
県営栗山団地
馬洗
くりやま台
さちが丘
   1・2丁目
つくし座
   1～3丁目

栗山小学校

第14投票所
半台
電電栗山
栗山新町

四街道北中学校

第15投票所
桜ケ丘
新生
桜ケ丘
　 中央自治会

四街道西中学校

第8投票所
吉岡
鷹の台
  1～4丁目

吉岡小学校
第1投票所
亀崎
物井
物井 2区
長岡
物井茶屋の作
もねの里
 　1～6丁目

南小学校

第2投票所
すみれ台
向南台
鹿渡 1・2区
鹿渡本村
みのり町
第２グリーン
　　　　タウン
下志津病院

中央小学校
第3投票所
緑ケ丘住宅
若葉住宅
緑ケ丘
鹿渡無番地
中央

市役所

第4投票所
四街道１・4区
税関寮
北園
花園
四街道１丁目
県営住宅
春日住宅

四街道公民館
第5投票所
四街道
 　2・3丁目
下志津新田
さつきケ丘
四街道 2・3区

四街道小学校

第6投票所
三才
三才 256
わらびが丘
めいわ
     １・２・5丁目

四和小学校
第16投票所
和良比
美しが丘
   1～3丁目
めいわ
　 3・4丁目

和良比小学校

第7投票所
宿　　  川戸
向井　  成山
中台　  中野
南波佐間
上野　  和田
みそら
 　1～４丁目

旭小学校
第11投票所
小名木
旭ケ丘
　 1～5丁目

山梨小学校

第9投票所
千代田3～5丁目

千代田中学校

第12投票所
千代田 1・2丁目
内黒田
池花 1・2丁目

八木原小学校

①

③
②

④

⑥

⑯

⑦
⑮

⑭

⑬

⑩

⑧

⑪

⑤

⑨⑫

投票日は3月26日㈰「期待込め  その手に託す  この一票」
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市
か
ら
の
大
切
な
お
知
ら
せ
で
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
よ
り
分
か
り
や
す

い
市
の
組
織
と
す
る
た
め
に
、
家
庭
支

援
課
と
こ
ど
も
保
育
課
を
編
成
し
直

し
、「
子
育
て
支
援
課
」
と
「
保
育
課
」

に
改
め
ま
す
。

　

主
な
業
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■「
子
育
て
支
援
課
」

☎
４
２
１
‐
６
１
２
４

◦ 

家
庭
児
童
相
談
、
婦
人
相
談
に
関
す

る
こ
と

◦ 

児
童
虐
待
お
よ
び
配
偶
者
な
ど
の

暴
力
の
防
止
に
関
す
る
こ
と

◦
ひ
と
り
親
家
庭
に
関
す
る
こ
と

◦ 

子
ど
も
医
療
費
に
関
す

る
こ
と

◦ 

児
童
手
当
、
児
童

扶
養
手
当
に
関
す

る
こ
と

◦ 

児
童
セ
ン
タ
ー
、

児
童
遊
園
、
プ

レ
ー
パ
ー
ク
に

関
す
る
こ
と

■「
保
育
課
」    

☎
４
２
１
‐
２
２
３
８

◦ 

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
に

お
け
る
保
育
に
関
す
る
こ
と

◦
幼
稚
園
の
補
助
に
関
す
る
こ
と

◦
こ
ど
も
ル
ー
ム
に
関
す
る
こ
と

◦ 
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
こ
と

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
さ

れ
た
人
に
は
、
交
付
の
準
備
が
整
い
ま

し
た
ら
、
市
役
所
か
ら
交
付
通
知
書

（
は
が
き
）
を
郵
送
し
ま
す
。
事
前
に

受
け
取
り
の
電
話
予
約
（
☎
４
２
４
‐

９
９
７
７
）を
お
願
い
し
ま
す
。

　

カ
ー
ド
の
お
渡
し
は
、
平
日
の
ほ

か
、
第
２
・
第
４
日
曜
日
９
時
～
17
時

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
４
月
か
ら
第

２
・
第
４
日
曜
日
は
９
時
～
12
時
に
変

更
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
、
市
・
県
民
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険

料
は
口
座
振
替
に
よ
る
全
期
前
納
制
度

が
あ
り
ま
す
。
全
期
前
納
は
、
第
１
期

の
納
期
限
に
年
税
額
を
一
括
で
振
り
替

え
ま
す
。

　

全
期
前
納
の
口
座
振
替
を
新
た
に
希

望
す
る
人
は
、
市
役
所
ま
た
は
市
内
金

融
機
関
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
期
限
は
市
・
県
民
税
は
３
月
末

日
で
、
そ
れ
以
外
は
４
月
末
日
で
す
。

一
度
手
続
き
す
れ
ば
、
翌
年
度
か
ら
も

自
動
的
に
継
続
さ
れ
る
の
で
毎
年
の
手

続
き
は
不
要
で
す
。

※�

介
護
保
険
料
は
特
別
徴
収
（
年
金
天

引
）
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
条
件
に

よ
っ
て
は
ご
利
用
に
な
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す

問 

人
事
課
☎
４
２
１
‐
６
１
０
５

よ
り
分
か
り
や
す
い
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に

４
月
１
日
か
ら
市
役
所
の
組
織
が
一
部
変
わ
り
ま
す

問 

窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
☎
４
２
１
‐
６
１
０
８

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
の

受
け
取
り
に
つ
い
て

問 

国
保
年
金
課
☎
４
２
１
‐
６
１
２
５　
収
税
課
☎
４
２
１
‐
６
１
１
５

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
は

口
座
振
替
に
よ
る
全
期
前
納
が
便
利
で
す
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問 

課
税
課
（
土
地
に
つ
い
て
）
☎
４
２
１
‐
６
１
１
６

（
家
屋
に
つ
い
て
）
☎
４
２
１
‐
６
１
１
７

固
定
資
産
税
の
土
地
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
を
行
い
ま
す

　

納
税
者
が
自
己
の
土
地
や
家
屋
の
価

格
を
知
り
、
他
の
土
地
や
家
屋
の
価
格

と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
納
税
義
務
者
や
借

地
・
借
家
人
な
ど
は
、
自
己
の
所
有
す

る
ま
た
は
借
り
て
い
る
資
産
が
記
載
さ

れ
た
部
分
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
（
価

格
、
課
税
標
準
額
、
税
額
な
ど
）
を
閲

覧
で
き
ま
す
。

■
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

29
年
度
の
納
税
通
知
書
を
４
月
上
旬

に
発
送
し
ま
す
。
納
税
通
知
書
に
は
土

地
・
家
屋
の
課
税
明
細
書
が
添
付
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
納
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。
納

期
内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

第
1
期　

5
月
1
日
㈪

　

第
2
期　

7
月
31
日
㈪

　

第
３
期　

12
月
28
日
㈭

　

第
4
期　

30
年
2
月
28
日
㈬

　

ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効
利
用
を

進
め
る
た
め
、
家
庭
か
ら
出
る
新
聞

紙
・
牛
乳
パ
ッ
ク
・
繊
維
類
な
ど
の
資

源
物
の
回
収
を
行
う
市
内
の
団
体
に
対

し
て
、
回
収
し
た
量
に
応
じ
て
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
基
準

①�

再
生
利
用
で
き
る
新
聞
紙
・
雑
誌
・

ダ
ン
ボ
ー
ル
・
雑
紙
・
牛
乳
パ
ッ
ク

な
ど
の
紙
類
、
繊
維
類
、
び
ん
類
、

金
属
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
食
用
油

の
再
資
源
化
物
を
回
収
し
て
い
る
こ

と
②�

自
治
会
、
子
ど
も
会
、
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ
の
他
地
域
住
民
で

組
織
さ
れ
た
市
内
の
団
体
で
、
市
に

登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

■
補
助
金
額

　

回
収
物
１
㎏
当
た
り
5
円(

ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
20
円
）

※�
拠
点
回
収
を
行
っ
て
い
る
団
体
に

は
、
回
収
を
実
施
し
た
月
ご
と
に

５
０
０
円
を
加
算

■
登
録
申
請
手
続

①
新
規
登
録
団
体

　

�　

新
規
に
登
録
を
希
望
す
る
団
体
は

廃
棄
物
対
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
年
度
途
中
の
登
録
も
可

能
で
す
。

②
28
年
度
登
録
済
み
団
体

　

�　

３
月
下
旬
に
登
録
用
紙
を
郵
送
し

ま
す
。
継
続
の
場
合
も
年
度
ご
と
の

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
27
年
度
の
回
収
実
績
】

　

27
年
度
に
市
で
回
収
し
た
再
資
源
化

物
（
古
紙
類
・
繊
維
類
・
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
）
は
、
約
３
７
６
１
ト
ン
で

し
た
。
ま
た
、
集
団
回
収
さ
れ
た
資
源

物
は
約
１
１
１
６
・
１
ト
ン
で
資
源
物

全
体
の
約
23
％
と
な
り
、
74
団
体
に
総

額
５
８
７
万
１
６
０
０
円
の
補
助
金
を

交
付
し
ま
し
た
。

問 

廃
棄
物
対
策
課
☎
４
２
１
‐
６
１
３
２

資
源
物
の
回
収
を
行
う
団
体
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

登
録
団
体
を
募
集

区分 縦覧制度 閲覧制度

期
間

４月１日㈯～５月１日㈪
８時30分～17時15分
 (土曜・日曜日、祝日を除く)

４月１日㈯～通年
８時30分～17時15分 
(土曜・日曜日、祝日、年末年始を除く)

対
象

納税者（同居の親族、納税管理人、
委任を受けた代理人なども可）
※ 縦覧の対象者は土地、家屋ご

との納税者

納税義務者（同居の親族、納税管理人、委
任を受けた代理人なども可）、借地・借家人
など

持
参
す
る
も
の

本人の確認ができるもの（運転
免許証、納税通知書など）
※ 代理人は委任状（法人は代表

者印の押印されたもの）

本人の確認ができるもの（運転免許証、納
税通知書など）
※ 代理人は委任状（法人は代表者印の押印

されたもの）、借地・借家人は契約書など
権利関係および資産が特定できるもの
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広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告

■
赤
水
の
原
因

　

本
市
の
水
道
水
の
水
源
の
約
90
％
が

地
下
水
で
す
。
地
下
水
に
含
ま
れ
る
鉄

分
が
水
道
管
の
内
壁
に
付
着
し
、
急
激

な
流
れ
の
変
化
に
よ
り
、
鉄
分
が
剥
が

れ
て
赤
水
が
発
生
し
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
赤
水
を
な
く
す
対
策
と

し
て
市
内
３
カ
所
全
て
の
浄
水
場
に
、

除
鉄
・
除
マ
ン
ガ
ン
装
置
を
設
置
し
、

発
生
原
因
を
取
り
除
い
た
水
道
水
を
供

給
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
、
老
朽

管
の
入
れ
替
え
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
赤
水
の
発
生
は
完
全
に
は
解
消
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

■
赤
水
の
対
応
と
料
金

　

赤
水
が
発
生
し
た
と
き
は
、
い
く
つ

か
の
蛇
口
を
大
き
く
い
っ
ぱ
い
に
開
け

て
、
濁
っ
た
水
が
出
な
く
な
る
ま
で
勢

い
よ
く
流
し
て
く
だ
さ
い
。
流
し
た
分

の
水
道
料
金
は
、
次
の
検
針
時
に
清
算

し
減
額
し
ま
す
の
で
、
ヴ
ェ
オ
リ
ア
・

ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
㈱
、
ま
た
は
業
務
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

少
量
の
赤
水
を
飲
ん
で
し
ま
っ
て

も
、
鉄
は
人
体
へ
の
吸
収
率
が
低
く
大

問 

水
道
事
業
セ
ン
タ
ー
業
務
課
☎
４
２
１
‐
３
３
３
３

水
道
の
水
が
赤
く
濁
っ
て
い
る
と
き
は
　

部
分
が
排
出
さ
れ
る
の
で
、
直
ち
に
有

害
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
多
量
の

赤
水
を
飲
む
と
、
嘔
吐
や
下
痢
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
水
が
濁
っ

て
い
る
と
き
は
飲
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
洗
濯
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

赤
水
が
発
生
し
て
い
る
と
き
に
洗
濯

す
る
と
、
洗
濯
物
に
色
が
付
着
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
き
れ
い
な
水
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
ご
使
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
赤
水
に
よ
り
洗
濯
物

（
白
地
の
物
）
が
変
色
し
た
と
き
は
、

還
元
系
漂
白
剤
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

【
引
っ
越
し
の
と
き
は
】

　

引
っ
越
し
を
し
て
水
道
を
使
い
始
め

た
り
、
水
道
の
使
用
を
止
め
た
り
す
る

と
き
は
、
水
道
料
金
徴
収
事
務
受
託
者

ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
㈱
（
☎

４
３
３
‐
１
４
１
４
）
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
間
使
用
し
な
い
と
き
も

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

29
年
度
は
、
次
の
日
程
で
小
・
中
学

生
を
対
象
に
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
場

所
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

と　

き
…
毎
週
木
曜
日
（
祝
日
や
市
の

行
事
が
あ
る
日
を
除
く
）

４
月
～
8
月
＝
15
時
～
16
時
50
分

9
月
～
10
月
、
3
月
＝
15
時
～
16
時
30

分11
月
～
2
月
＝
14
時
30
分
～
16
時

対　

象
…
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

な
ど

遊
び
の
種
目
…
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど

※�

天
候
な
ど
に
よ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状

況
ま
た
は
市
の
行
事
に
よ
り
中
止
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

都
市
計
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問 

都
市
計
画
課
☎
４
２
１
‐
２
２
６
３

四
街
道
中
央
公
園
野
球
場
で
ボ
ー
ル
遊
び
を
楽
し
も
う
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■
公
共
交
通
の
利
用
者
数
が

減
少
し
て
い
ま
す

　

市
内
の
路
線
バ
ス
は
、
利
用
者
の
減

少
に
よ
る
収
支
状
況
の
悪
化
な
ど
か
ら

廃
止
や
減
便
に
な
る
路
線
が
発
生
し
て

お
り
、
今
後
も
利
用
者
の
減
少
が
続
け

ば
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。　

■
公
共
交
通
を
利
用
し
よ
う

　

自
動
車
は
便
利
で
す
が
、
人
や
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
公

共
交
通
を
利
用
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

へ
転
換
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
月

に
数
回
で
も
自
動
車
の
利
用
を
控
え
、

バ
ス
や
電
車
な
ど
の
公
共
交
通
を
利
用

す
る
機
会
を
増
や
す
よ
う
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

■
四
街
道
行
き
深
夜
バ
ス
の
ご
案
内

　

東
京
・
千
葉
方
面
か
ら
四
街
道
市
内

ま
で
、
深
夜
バ
ス
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
（
全
て
平
日
夜
の
み
）

▼
東
京
駅
八
重
洲
口

　

①
０
時
00
分
発　

②
０
時
15
分
発

　

③
０
時
25
分
発　

④
０
時
45
分
発

▼
千
葉
駅
バ
ス
６
番
乗
り
場

　

⑤
０
時
48
分
発

【
運
行
事
業
者
】

①
②
＝
京
成
バ
ス
㈱　

③
④
＝
平
和
交
通
㈱

⑤
＝
千
葉
内
陸
バ
ス
㈱

※�

四
街
道
方
面
行
き
の
最
終
電
車
時
刻

以
降
に
運
行
す
る
バ
ス
で
す
。
お
帰

り
の
際
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

停
留
所
の
場
所
、
運
賃
、
そ
の
他
運

行
に
関
す
る
詳
細
は
、
各
バ
ス
事
業

者
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
市
内
循
環
バ
ス
「
ヨ
ッ
ピ
ィ
」
の

収
支
状
況

　
「
ヨ
ッ
ピ
ィ
」
は
、
運
行
経
費
と
収

入
の
差
額
を
市
が
バ
ス
事
業
者
に
補
助

を
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の

運
行
経
費
は
、
約
２
２
９
２
万
円
、
市

問 

政
策
推
進
課
☎
４
２
１
‐
６
１
６
１

人
や
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

み
ん
な
で
乗
ろ
う
公
共
交
通
　

補
助
金
額
は
、
約
１
３
４
９
万
円
で
し

た
。

■
運
転
免
許
の
自
主
返
納
に
つ
い
て

　

運
転
免
許
を
自
主
返
納
す
る
こ
と
に

よ
り
、
公
共
交
通
の
ご
利
用
時
に
割
引

が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
、
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
、
事
業
者
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告

市内循環バス「ヨッピィ」

市役所献血開催日
変更のお知らせ

　本紙３月１日号・19ページに
掲載しました献血の日程が変更と
なりました。

【変更後の開催日程】
3月27日㈪
9時30分～11時45分
13時～16時
主催：四街道ライオンズクラブ
問 福祉政策課 ☎421-6121
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時  とき　所  ところ　対  対象　定  定員　￥ 参加費・利用料　 内  内容　講  講師
持  持参するもの　  メールアドレス　申  申し込み　問  問い合わせ

rM\z[e~ys情報

四 街 道
5 y D ) e

市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

登
録
会

時�

４
月
１
日
㈯
９
時
～

所�

総
合
公
園
体
育
館
会
議
室

￥�

登
録
料
：
１
人
５
０
０
円　

※
当
日
徴
収

申�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
備
え
付
け
の
登

録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
登

録
会
で
提
出
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

※�

前
年
度
の
登
録
チ
ー
ム
は
必
ず
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
く
登
録
す
る

チ
ー
ム
は
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
問�

市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

（
渋
谷
）
☎
４
３
３
‐
０
２
０
９

　

�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
４
２
４
‐
８
９
２
６

１
０
０
転
体
操
＆

脳
ト
レ
運
動
①

　

肩
甲
骨
や
骨
盤
の
周
り
を
回
転
運
動

さ
せ
る
こ
と
で
、
メ
タ
ボ
・
ロ
コ
モ
（
運

動
器
障
害
に
よ
る
機
能
低
下
）
の
予
防

と
改
善
を
図
り
ま
す
。
五
感
を
刺
激
し

て
脳
を
活
性
化
さ
せ
て
、
楽
し
く
汗
を

か
き
ま
し
ょ
う
。

時�

４
月
13
日
・
20
日
・
27
日
、
５
月

11
日
・
18
日
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）
９

時
30
分
～
11
時

所�

中
央
公
園
武
道
館

定�

20
人　

※�

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
（
当
選

者
の
み
に
通
知
）

￥�

１
５
０
０
円　

※
教
室
初
日
に
徴
収

講�

松
浦
由
紀
子
さ
ん
（
市
ス
ポ
ー
ツ

リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
指
導
者
）

持�

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

申�

３
月
24
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
４
２
４
‐
８
９
２
６

春
季
市
民
交
流

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

時�

４
月
16
日
㈰
受
付
８
時
45
分
～

所�

総
合
公
園
体
育
館

対�

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
、
ま
た

は
市
内
活
動
ク
ラ
ブ
に
所
属
の
人

※
理
事
推
薦
枠
あ
り

内�

競
技
方
法
：
抽
選
で
チ
ー
ム
分
け

し
、
チ
ー
ム
対
抗
総
当
た
り
リ
ー
グ
戦

￥�
１
人
１
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下

１
人
５
０
０
円
）

※
当
日
徴
収

※
傷
害
保
険
は
各
自
で
加
入

申�

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
経
験

15:00より電話予約
チケット発売3/25（土）10:00より窓口販売

未就学児の入場はご遠慮ください

□ 車イス席 2,000円
□ Ａ席 3,000円
□ Ｓ席 3,300円

開演１8:30

開場１8:00

7/14(金)
7/9(日)

（3歳以上有料。3歳未満の方は1名までひざ上鑑賞無料）
車いす席・身障者手帳をお持ちの方1,500 円

全席指定   S席 2,700円 A席 2,200円　Ｂ席1,700円(当日300円増)

開演 10:30/14:00

キラキラ★
プリキュアアラモード

春風亭昇太・林家たい平二人会 5/14(日)10:00より
チケット発売(予定)

Tel 予約は、

15:00よりミュージカルショー

よつかいどう芸能フェスタ 2017よつかいどう芸能フェスタ 2017

お問い合わせ 四街道市文化センター TEL.043-423-1618

広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告
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別〈
１
部（
上
級
者
）、
２
部（
中
級
者
）、

３
部
（
初
級
・
初
心
者
）〉
お
よ
び
所

属(
ク
ラ
ブ
、
学
校
、
勤
務
先
な
ど)

を
記
入
し
、
４
月
７
日
㈮
ま
で
に
市
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
（
大
岩
）
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
４
３
２
‐
１
５
４
９
）
ま
た
は
メ
ー

ル
（rsj89931@

nifty.com

）

※
申
し
込
み
は
個
人
単
位
で
す

問�

同
協
会
（
大
岩
）

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
４
３
２
‐
１
５
４
９

　

�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
４
２
４
‐
８
９
２
６

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

時�

毎
週
日
曜
日
９
時
～
11
時
（
３
月

～
10
月
）、
10
時
～
12
時
（
11
月
～
２

月
）

※�

悪
天
候
時
、
大
会
な
ど
の
行
事
開
催

日
は
中
止

所�

中
央
公
園
庭
球
場

対�

市
内
ま
た
は
近
郊
在
住
の
小
学
４

年
生
以
上
（
初
心
者
可
）

￥�

年
２
０
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
別

途
）

※�
申
し
込
み
は
、
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い

問�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

（
洲
崎
）
:
０
９
０
‐
５
４
０
３
‐
９
５
３
１

（
原
）
:
０
９
０
‐
２
３
０
９
‐
０
７
６
３

第30回  青空バザール

問 婦人会  福畠 ☎423-2319
　 　　　  垣堺 ☎423-7662
　 産業振興課   ☎421-6134

　婦人会主催による青空バザール
が開催されます。団体や個人のお
店が趣向を凝らして皆さんをお待
ちしています。春の一日、掘り出し
物探しをしてみませんか。ビンゴ
ゲームもあります。家族や友人と
お誘い合わせの上ご来場ください。

4月2日㈰ 
10時30分～14時30分
※ 天候によっては開催時間が

前後します

市役所駐車場
※雨天時は中央小学校体育館

と　き

ところ

広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告　　　　 広 告

　

�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
４
２
４
‐
８
９
２
６

※�

経
験
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
に
興
味
の
あ
る
人
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い

春
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

時�

４
月
23
日
㈰
受
付
９
時
～

※
予
備
日
：
４
月
30
日
㈰

所�

総
合
公
園
庭
球
場

対�

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
在
ク

ラ
ブ
の
高
校
生
以
上

内�

部
門
：
一
般
男
女
、
シ
ニ
ア
１
部

男
女
、
シ
ニ
ア
２
部
男
女

※
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
戦

※
シ
ニ
ア
は
40
歳
以
上

※�

１
部
・
２
部
は
、
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

連
盟
で
振
り
分
け

￥�

１
ペ
ア
３
０
０
０
円
（
高
校
生
は

１
０
０
０
円
）

※�

当
日
徴
収
、
傷
害
保
険
は
各
自
で
加

入
申�
４
月
５
日
㈬
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
☎
４
２
４
‐
８
９
２
６
、
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
（
洲

崎
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
４
３
２
‐
９
６
０
２
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弟
と
ち
が
ふ
想
ひ
出
十
二
月
　
　	

四
街
道
　
市
原
み
つ

日ひ

向な
た

ぼ
こ
小
さ
き
母
の
肩
さ
す
る
　
　	

つ
く
し
座
　
市
川
陽
子

息
白
し
手
袋
の
中
の
夢
い
く
つ
　
　
　	

も
ね
の
里
　
服
部
久
子

小
正
月
祖
母
を
偲
ん
で
な
り
木
餅
　
　
　	

も
ね
の
里
　
飯
高
せ
い

秋
日
和
飛
行
機
雲
が
一
直
線
　
　
　	

あ
さ
ひ
園
　
久
保
恵
生
子

選
後
評
❖
姉
弟
と
言
っ
て
も
、
そ
の
年
齢
差
に
よ
っ
て
大
き
く
違
う
場
合
が
多
い
。
特
に
作
者
は
、
戦
中
に
青
春

を
迎
え
た
だ
け
に
、
も
の
の
見
方
が
広
い
。
想
像
す
る
と
こ
ろ
、
か
な
り
年
下
の
弟
さ
ん
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

の
方
は
、
民
主
主
義
の
世
代
に
入
っ
て
い
る
の
で
考
え
方
が
違
っ
て
当
然
と
も
言
え
よ
う
。
溺
れ
ず
に
真
の
意
味

で
の
姉
弟
愛
を
詠
い
上
げ
た
作
者
の
努
力
と
人
間
讃
歌
に
心
か
ら
敬
意
と
拍
手
を
送
り
た
い
。（
市
原
み
つ
作
品
）

俳
句
小
出
治
重
選

川
柳
潮
田
春
雄
選

天あ
っ
ぱ晴

れ
だ
若
手
巻
き
込
め
稀き

勢せ

の
里さ

と

　
　	

鹿
渡
　
村
上
菊
太
郎

い
い
便
り
今
日
は
あ
る
か
と
胸
お
ど
る
　
　
　	

四
街
道
　
市
原
み
つ

寒
の
底
お
や
一
輪
の
梅
ひ
ら
き
　
　	

さ
ち
が
丘
　
髙
松
　
泰

障
子
張
り
明
る
さ
う
れ
し
比
例
す
る
　
　
　	

和
良
比
　
戸
井
光
子

咲
く
花
の
風
情
描
き
て
種
を
蒔ま

く
　
　	

四
街
道
　
須
田
照
子

選
後
評
❖
一
作
目
、
久
し
振
り
の
日
本
人
の
横
綱
誕
生
。
ず
ば
り
天
晴
れ
で
あ
る
。
二
作
目
、
ポ
ス
ト
を
覗
い
て

や
は
り
良
い
便
り
を
待
つ
心
境
が
浮
ぶ
。
三
作
目
、
上
五
の〝
寒
の
底
〟が
い
い
。
も
う
す
ぐ
に
春
で
す
。
四
作
目
、

春
に
な
る
浮
き
浮
き
感
に
〝
障
子
張
り
〟
は
秀
逸
。
最
後
は
庭
の
隅
に
で
も
花
の
種
を
蒔
い
て
生
き
生
き
と
し
た

春
を
待
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。
沢
山
の
ご
投
句
を
待
っ
て
い
ま
す
。

短
歌
下
村
光
男
選

朝
ま
だ
き
鳥
語
さ
ざ
め
く
荒
れ
し
庭
こ
こ
は
楽
園
人
住
ま
ぬ
家	

千
代
田
　
池
田
貴
志
夫

吾
が
干
支
の
酉と
り

年ど
し

無
事
に
越
え
た
し
と
よ
く
食
べ
よ
く
寝
る
九
十
六
歳	

千
代
田
　
出
浦
章
子

一
筋
の
流
れ
と
な
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
君
が
タ
ク
ト
に
導
か
れ
つ
つ	

千
代
田　

横
須
賀
弘
子

子
の
そ
ば
に
住
ま
い
移
し
し
友
の
声
電
話
の
な
か
に
安
ら
ぎ
て
お
り	

み
そ
ら
　
後
藤
親
子

放
送
大
学
理
系
の
コ
ー
ス
で
卒
業
し
た
よ
来
世
は
め
ざ
す
ぞ
宇
宙
飛
行
士	

山
梨
　
秋
葉
幸
代

選
後
評
❖
池
田
作
品
、〝
鳥
ら
〟
で
は
な
く
「
鳥
語
」
と
し
た
と
こ
ろ
に
セ
ン
ス
の
良
さ
を
見
る
。
そ
し
て
〝
空
家

の
荒
れ
庭
が
楽
園
に
見
え
た 

〟
と
い
う
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も
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に
と
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観
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自
の
も
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で
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あ
る
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応
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住
の
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、
未
発
表
作
品
の
応
募
に
限
り
ま
す
（
随
時
受
け
付
け
）

応
募
方
法
＝ 

応
募
部
門（
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
）を
明
記
し
、
作
品
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号（
任
意
）を
記
入
の
上
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シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
課
宛
て
郵
送
ま
た
は
持
参　

※
郵
送
の
場
合
、
は
が
き
・
封
書
ど
ち
ら
で
も
可

◦
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
各
３
点
ま
で
投
稿
可　

◦
作
品
・
氏
名
に
は
す
べ
て
振
り
仮
名
を
付
け
て
く
だ
さ
い

ほ
の
ぼ
の

   

文
芸

　国では、自殺者の多い３月を「自殺対策強化
月間」と定め、啓発活動や啓発事業による支援
策を重点的に実施しています。

■日本の自殺の現状
　近年、我が国の自殺者数は減少傾向にありま
すが、自殺率（人口10万対）は先進７カ国の中
でも一番高くなっています。また、15歳～39
歳の若い世代の死因の第１位は自殺となってお
り、若年層の自殺も依然深刻な問題となってい
ます。
■みんなで取り組もう、
　いのち支えるゲートキーパー
　自殺を考えている人は何らかのサインを発し
ていることが多いともいわれています。そのた
め、人間関係が希薄になりつつある社会で孤立・
孤独を防ぎ、そのサインに気づくことが自殺対

策の有効な手段となってきます。
　ゲートキーパーとは、身近な人のいつもとの
違いに気づき、声を掛け、本人の抱えている気
持ちを受け止め（傾聴し）、必要な
支援につなげ、見守る役割です。
この役割を多くの市民の人に
担っていただくことで、地域で
の孤立・孤独を防ぎ、自殺を予
防していきましょう。
■ひとりで悩まないで相談しましょう
▶こころの健康相談統一ダイヤル（厚生労働省）
　☎0570-064-556
　(おこなおう  まもろうよ  こころ )
▶千葉いのちの電話
　 （社会福祉法人千葉いのちの電話事務局）
　☎227-3900　

　　　　　　　問 健康増進課 ☎421-6100

３月は自殺対策強化月間です
誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指して

よつかいどう
健康コラム



くらしの掲 示 板

く
ら
し
の
掲
示
板

市政だより四街道 2017.3.15 No.102213

3月

体験型観光プランを募集します

　本市では、千葉市･市原市
との連携で観光情報誌「千
葉あそび」にさまざまなプ
ランを掲載しています。
　体験型観光プラン（原則
有料）を通して魅力を伝え、
市内外の多くの皆さんに来
ていただきたいとお考えの
企業や団体は、ぜひご応募
ください。
　詳しくは産業振興課ま

でお問い合わせいただくか、市ホームページを
ご覧ください。
※掲載無料。2017年秋号からの募集です
問 産業振興課 ☎421-6134 

給食調理員を募集します

勤務日数…週３～４日　
※月曜～金曜日（祝日除く）
勤務時間…８時30分～15時
※１週間で19時間以内のシフト制です
時　給…930円
※制服、靴貸与
※調理師の資格の有無は問いません
問 中央保育所 ☎423-0061

桜まつり

　桜に彩られた広場でお花見を楽しんでみませ
んか。自衛隊音楽隊のミニコンサートをはじめ、
自衛隊駐屯地ならではのイベントも盛りだくさ
んです。
と　き…４月２日㈰10時～15時30分
ところ…陸上自衛隊習志野駐屯地
※ 公共交通機関を使ってお越しください。ペッ

ト同伴での入場はできません
問 同駐屯地 ☎047-466-2141

法務省専門職員（人間科学）募集

　人事院・法務省では、矯正心理専門職、法務
教官、保護観察官を募集しています。
申込方法…原則、インターネット申し込みをご
利用ください

① インターネット
　３月31日㈮～４月12日㈬
　申込専用アドレス
　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
② 郵送、持参
　３月31日㈮～４月３日㈪（必着）
　※ 用紙請求は、東京矯正管区まで連絡してくだ

さい
　※ 試験の詳細については、法務省ホームページ

をご覧ください。法務省資格、採用情報は
　　http://www.moj.go.jp/shikaku_saiyo_index.html
問 法務省東京矯正管区 ☎048-600-1502
　 八街少年院 ☎445-3787

稲作農家の皆さんへ
飼料用米の栽培に取り組みましょう

　食生活の変化や高齢化などにより、米の需要は
全国で毎年約８万トン減少しています（８万トン
は千葉県の米の生産量の約３割に相当します）。
生産量が需要量を上回り在庫量が増えると、米価
の下落を招きます。29年産の米価安定のために、
飼料用米栽培に取り組みましょう。 

【飼料用米の取組をお勧めする理由】
◦ 飼料工場や畜産農家など、大きな需要がありま

す。
◦水はけの悪い湿田でも作れます。 
◦既存の機械や施設をそのまま使えます。 
◦ 国や県の支援策が受けられ、安定した収入が確

保できます。
　30年産以降、国による米の生産数量目標の配
分はなくなりますが、米価安定のために引き続き
需要に応じた米生産へのご協力をお願いします。
問 産業振興課 ☎421-6133
 　県農林水産部生産振興課水田農業班

☎223-2891

定例教育委員会会議

と　き…３月24日㈮14時～
ところ…第二庁舎　

《傍聴について》定員…15人（先着順・予約不要）
※ 駐車場には限りがありますので、車での来場は

ご遠慮ください
※ 都合により急きょ日程が変更となる場合があり

ますので、事前にお問い合わせください
問 教育総務課 ☎424-8924
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市の人口（３月１日現在）

男x46,211人（＋11）      女x46,191人（＋27）
計x92,402人（＋38）       世帯数x39,232世帯（＋14）
※外国人を含む住民基本台帳人口、（   ）内は前月比

《うち外国人の人口》  男x1,121人  女x754人  計x1,875人（＋7）

　２月18日㈯に、市消防署旭分署を会場とし、28年度印
旛郡市女性消防団員合同訓練（四街道市・佐倉市・印西市）
が開催されました。本訓練は、女性消防団員の知識・技術
の向上、団員間の連携強化を図ることを目的に、毎年実施
されているものです。
　本市からは９人の女性消防団員が参加。当日は厳しい寒
さの中、自動車用ジャッキやチェーンソーを使用した重量
物排除訓練や応急処置訓練など、実践さながらの訓練を実
施しました。
　参加した本市の女性消防団員は、「災害現場を想定した
訓練の中で、知識や技術を高めたり、効率的な活動につい
て考える良い機会になりました。また、女性消防団員相互
の交流を深めることでモチベーションを高めることができ
ました。」と充実した訓練を振り返っていました。

　２月17日㈮、市は災害対策のさらなる強化のために株式会社ナ
リタヤと「災害時における物資供給に関する協定」を締結しました。
　近年の大規模災害によって、物資の迅速な供給がより重要性を増
してきている中、市は本協定の締結により、避難所などに必要な飲
料水や食糧を優先的に供給していただけるようになりました。
　この協定を活かし、今後も災害に強いまちづくりを進めていきます。

女性消防団員による
災害現場を想定した合同訓練

災害時の飲料水と食糧の
安定確保のために

吉岡地区にある築130年の蔵を地域のママたちが民間図書館として活用する「蔵の
図書館」（本紙1月15日号で紹介）。写真は２月のオープン日の様子。12月のプレオー
プン以降、たくさんの利用者が訪れ、皆さんのお気に入りの本が寄贈されます。こ
こは、本を通じて、人と人がつながる場所。いよいよ、４月16日に本オープンを迎
えます。豊かな自然に囲まれ趣のある図書館で、ゆったりとした時を過ごしてみま
せんか。（Facebook：「蔵の図書館」で検索）

今号の表紙
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レ トーポ

レ トーポ

情報まちの
ほっと

問 危機管理室 ☎421-6102 

問 消防本部総務課 ☎422-2475

よつかいどう
ウォッチ
Let's watch yotsukaido


